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【教育目標】『三春に暮らす生徒一人ひとりに、将来に対して喜びと生きがいのある人生を主体的に創造する力を育み、地域に信頼され、ひいては、国際社会に貢献できる人材を育てる』

【もうすぐ冬休み、年末年始！ ～子どもたちをＳＮＳの事件・事故から守りましょう。～】
１１月下旬、大阪の少女がＳＮＳを通じて知り合った男に遠く栃木県ま

で誘拐されるという事件が発生しました。
先日、学校に福島県警本部少年課から、『学校・警察児童生徒安全だより』

という資料が配られ、上記の事件についてもふれられていました。
犯罪者は相談にのるふりをして子どもたちを巧みにだますそうです。フ

ィルタリングをきちんとかけて守ったり、家庭での約束事を決めてきちん
と利用させたりと、携帯電話やスマートフォン、インターネット等の安全
な利用についてご確認願いたいと存じます。
左記は福島県警のインターネット被害防止標語です。もうすぐ冬休み、

年末年始を迎えます。『あ・と・が・こ・わ・い』を合い言葉に、子どもた
ちを事件・事故等がしっかり守ってまいりましょう。

【『し・あ・わ・せ』になるために！ ～本校『食育』が新聞に紹介されました。～】
１２月１３日（金）に行った文部科学省指定『つながる食育推進事業』公開授業研究会は、たくさ

んのみなさんのご参加を得て、無事、終了することができました。
ご覧になったみなさんも多数おいでかとは存じますが、翌

日の１２月１４日（土）の福島民報新聞には、その時の様子
や本校『食育』の内容などが紹介されていました。
『し・あ・わ・せ』な『今』、そして、『未来』を過ごすため、
『朝食と規則正しい生活』について１年生で、『食事とスポー
ツ』について２年生で、『バランスのよい食事』について３年
生で学びます。
３年間にわたって子どもたちと共に取り組んできた『つな

がる食育推進事業』がまた認められる機会となりました。
ちなみに、『し・あ・わ・せ』は、『し』：『しっかり食べる

３度の食事』、『あ』：「朝ご飯で元気にスタート」、『わ』：「笑
い声あふれる家庭の食卓」、『せ』：「摂取と消費のバランスを
意識」の頭の文字を並べた本校『食育』の標語です。

【人権作文コンテスト！ ～表彰状・感謝状をいただきました。～】
１２月１７日（火）午後２時に、

法務局・人権擁護委員のみなさ
んが来校し、第３９回全国中学
生人権作文コンテスト福島県大
会における郡山人権擁護委員協
議会管内の審査結果と共に、表
彰状と感謝状が贈呈されました。
個人の部では、『父から学んだ

こと』と題した作品で、笑顔が
とてもすてきで印象的な２年生
女子の書いた作品が『奨励賞』
を受賞しました。また、学校は、
人権作文コンテストに多数応募した結果として、『福島地方法務局郡山支局長・郡山人権擁護委員協
議会長感謝状』を受賞しました。こちらは、岩江中学校とのダブル受賞でした。
文章を書くことは、自分の考えの再確認の場となり、新たな高みへの出発点ともなります。ＬＩＮ

Ｅ等での短い言葉のやりとりが日常となってきている今だからこそ、自分の考えをまとめ、筋道立て
て、相手にわかりやすく伝える力をつける作文の学習はとても大切な学習となってきています。人権
作文の次回は、『第４０回』という節目のコンクールとなります。ぜひ、力試しのためにも、また、
相手にわかりやすく伝える力を育むためにも、人権作文や他のさまざまな作文に挑戦してみましょう。

【うがい・手洗い・換気・加湿・アルコール製剤散布・バランスのよい給食！
～インフルエンザを寄せつけない健康な生活を心がけましょう。～】

町内の小学校ではインフルエンザによる『学級閉鎖』が見られるほか、欠席も目立ってきていると
いうことです。本校においては現在はさほど広がりは見せてはいませんが、『予防』にこしたことは
ありません。以下のような注意事項を子どもたちに伝え、感染予防に努めているところです。
１ かぜやインフルエンザ等への学校の対応について
（１）うがい・手洗いにしっかり取り組む。（学年ホールに手指消毒剤を設置済）
（２）咳エチケットを指導する。
（３）学校生活や各種大会等への参加も含め、マスクを努めて着用する。
（４）教室の換気、授業前後の空間除菌（ｉＰＯＳＨ除菌・消臭）に取り組む。

三春中学校だより



２ ご家庭へのお願い
（１）うがい・手洗い、外出時のマスク着用、換気等に努める。
（２）心配な症状がみられたら、医療機関と連絡をとり受診方法を確認した後、速やかに受診する。
（３）バランスのよい食事と十分な休養を心がける。
（４）可能な限りインフルエンザの予防接種を受けさせる。
３ 発熱等が見られた場合の注意ポイント
（１）インフルエンザの症状について

発熱、頭痛、のど痛、関節痛、筋肉痛などの全身症状がみられる。
（２）インフルエンザかなと思ったら

早めに医療機関を受診する。インフルエンザが疑われる場合、かかりつけの医療機関に電話相
談した後の受診がよいかと思います。
インフルエンザは感染症で、かかると出席停止になります。インフルエンザの出席停止期間は、

「発症した後５日を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」となっています。
休養と睡眠を十分にとり、周囲への感染予防のためマスクを着用する。

《咳エチケット３か条》
① 咳・くしゃみの際はティッシュなどで口と鼻を押さえまわりの人から顔をそむける。
② 使用後のティッシュはすぐに蓋つきのゴミ箱に捨てる。
③ 症状のある人はマスクを正しく着用し、感染防止に努める。

（３）かぜやインフルエンザ等の予防について
① 人混みを避け、外から帰ったら手洗い・うがいを行う。
② 適度な加湿を行い、水分も十分補給する。
③ 夜更かしせず、休養とバランスのよい食事をとる。
④ 外出時・人混みでは、マスク着用が有効です。

【青石・庄司コースに同乗！ ～雨に濡れた道路は危険です。～】
１２日（木）の富沢・成田コースに引き続き、１７日（火）は、青石・庄司コースの下校バスに同

乗しました。この日は日中から雨が降り出し、道路は対向車のヘッドライトにピカピカ光っていまし
た。明日の朝、薄氷にかわるのは怖いなぁと運転手さんと話しながらの下校バスでした。途中、乗用
車が縁石に乗り上げ、別な場所ではパトカーが交通事故らしい事故処理をしていました。そんな中を
子どもたちを乗せたスクールバスは安全運転で運行されていました。疲れていたのか元気がないのが
気になりましたが、それぞれのバス停で下車して、徒歩や迎えの車に乗り込んで下校していきました。
雨でなおさら見えずらい夜間、学校から国道２８８号へ出る十字路では、対向車のライトにまぶし

さを感じながらの右折でした。庄司バス停先の踏切でもヘッドライトが濡れた道路に反射しての通過
でした。成田屋前のバス停では、迎えの車が３台止まっていて、その車を照らす光はスクールバスの
ヘッドライトのみでした。厳しい環境の中でも、運転手さんは安全運転に努め、今日も無事に学校に
戻ることができました。スクールバスの安全性を今日の同乗でもまた感じました。
雨が降るだけでスクールバスが走る周囲の状況は大きく変化します。本格的な冬、降雪や凍結の冬

を間もなく迎えると、ますます、登校時の苦労や不安は増えてきます。プロの運転手さんでも、積雪
や凍結はいやだなぁとお話なされていました。スクールバスだけではなく、徒歩通学生徒も、凍結・
積雪によるスリップや転倒に十分注意し、暖かな春を事故なく迎えましょう。

【これがわが校の底力！ ～自ら気づき、改善し、よりよい学習環境をめざします。～】
１２月１６日（月）、校舎内をうろついていると、ホームベースが下の写真の左側のようになって

いました。先週は『食育』の公開授業研究会もあり、土曜・日曜もあったので仕方がないと、先生方
と共にきれいな環境づくりの一端を担いました。翌日、そのホームベースをのぞいてみると、左も右
も、ロッカーには鞄が整然と入れられ、床はピカピカ光っていました。きれいにしたのは奥の机周辺
だけでしたのに、この日はホーム
ベース全体がとても整えられ、
美しい学びの環境となっていま
した。きっと誰かが気づいて、
汚れたところだけではなく、ホ
ームベース自体をきれいに整え
て毎日の生活をおくろうと考え
てくれた人がいたのです。誰か
わかりませんが、その存在こそ、
三春中を支える底力だと確信し
ました。うれしい限りです。


